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一
向
一
授
史
料
断
簡
文
書

の
発
見
に
つ
い
て

松

信

之

原

は
じ
め
に

昭
和
四
十
二
年
八
月
、
越
前
海
岸
地
方
の
古
文

書
調
査
の
際
、
計
ら
ず
も
丹
生
郡
越
廼
村
居
倉
の

山
本
九
郎
右
衛
門
家
文
書
中
よ
り
一
向
一
撲
に
関

す
る
貴
重
な
文
書
が
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
文
書

の
後
尾
は
欠
け
て
、
年
月
日
も
不
明
な
断
簡
で
あ

っ
て
、
そ
の
文
書
の
年
代
は
直
ち
に
は
推
定
出
来

な
か
っ
た
が
、
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、

天
正
二
年
(
一
五
七
四
)
二
月
下
旬
頃
の
一
向
一

授
訴
状
で
あ
る
乙
と
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
た
。

乙
の
山
本
家
文
書
に
つ
い
て
は
既
に
京
都
大
学

園
史
研
究
室
が
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
文

書
は
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
後
尾
が
欠
け
て
年
月

日
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
当
家
の
古
文
書
の

包
み
紙
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
か
「
丹
生

郡
古
文
書
目
録
」
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ

た。一
さ
て
次
に
こ
の
文
書
の
内
容
を
紹
介
し
検
討
を

進
め
な
が
ら

M

天
正
二
年
二
月
下
旬
H

の
文
書
と

し
た
年
代
推
定
め
論
拠
を
始
め
、
乙
の
文
書
の
も
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つ
資
料
と
し
て
の
歴
史
的
意
義
を
考
え
て
見
た
い

と
思
う
。

は
じ
め
に
そ
の
全
文
を
掲
示
し
て
お
く
。

乍
恐
以
一
書
申
上
候

(
a
条〉

一
、
末
野
村
立
神
清
右
衛
阿
波
申
者
村
人
理
不

尽
;
一
討
捕
時
其
上
家
皇
室
副
舵
致
放
火
候

戸
立
科
滑
右
衛
陣
い
』

殊
立
清
儀
者
去
年
拾
月
十
四
日
ェ
以
墨
付

御
門
跡
様
江
御
理
為
申
上
者
之
儀
候
と
も
無

如
在
者
尋
廻
討
捕
申
候
条
村
人
被
為
召
上
被

成
御
礼
明
急
度
被
仰
付
候
者
可
恭
存
候
御
事

(
b
条
)

一
、
府
中
板
屋
父
子
共
=
是
も
理
不
尽
ェ
デ
小
及

札
明
寄
事
左
右
被
討
捕
之
儀
如
何
可
有
御
座

【
劫
制
高
H
}

候
口
殊
被
何
付
候
市
右
源
内
者
落
行
申
侯
て

無
如
在
板
屋
儀
被
候
事
迷
惑
之
旨
親
類
共
申

御
事
z
候
条
常
楽
寺
門
徒
中
存
分
有
之
儀
=

御
座
候
何
も
被
召
出
急
度
被
仰
付
候
者
生
々

世
々
難
有
可
存
候
御
事

ハ

c
条
)

一
、
円
宮
寺
ぷ
申
者
御
門
徒
雄
為
坊
主
分
去
十

四
日
之
働
品
茂
富
田
，
S
有
同
心
御
門
徒
之
法

敵
-
-
被
成
罷
事
ェ
候
無
隠
侯
殊
十
八
日
之
富

田
打
宛
仕
候
時
迄
円
宮
寺
下
々
一
者
共
長
泉
寺

山
江
夜
打
ュ
:
:
;
(
後
尾
欠
)

松
原

一
向
一
授
史
料
断
簡
文
書
の
発
見
に
一
つ
い
て

乙
の
文
書
は
文
体
か
ら

し

τ訴
状
と
見
ら
れ
る

が
、
文
中
に
御
門
跡
様
、

常
楽
寺
、
円
宮
寺
な
ど
の

寺
名
が
見
え
る
こ
と
か

ら
、
普
通
一
般
に
考
え
ら

れ
る
百
姓
閣
の
紛
争
に
関

す
る
訴
状
で
は
な
く
、
明

ら
か
に
本
願
寺
系
の
宗
門

に
関
す
る
も
の
だ
と
判
断

さ
れ
る
。
こ
の
様
な
観
点

か
ら
検
討
し
た
結
果
、
年

代
考
証
の
き
め
手
と
な
っ

た
の
が
第

c
条
で
あ
る
。

従
っ
て
、
朝
倉
始
末
記

の
記
述
に
よ
っ
て
、
ま
ず

そ
の
背
景
と
な
る
当
時
の

越
前
状
勢
を
眺
治
、
同
時

に

c
条
を
中
心
と
し
て
時

代
考
証
を
進
め
た
い
と
思

，っ。
文
書
の
時
代
考
証

中
世
末
期
、
戦
国
時
代

の
覇
者
と
し
て
次
第
に
拍

頭
し
て
き
た
の
が
、
云
う
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ま
で
も
な
く
尾
張
出
身
の
織
田
信
長
で
あ
っ
た
。

永
禄
十
一
年
(
一
五
六
八
)
、
信
長
は
将
軍
義
昭

を
奉
じ
て
上
洛
す
る
と
、
越
前
の
朝
倉
義
景
等
に

も
、
し
き
り
に
上
洛
を
v

つ
な
が
し
た
が
、
義
景
は

こ
れ
に
応
じ
よ
う
と
せ
ず
、
遂
に
信
長
と
義
景
の

反
自
に
な
っ
た
。
元
亀
元
年
(
一
五
七

O
)
の
姉

川
の
合
戦
を
経
て
、
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
八

月
に
は
信
長
の
越
前
攻
略
が
始
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
万
繍
坂
の
戦
で
主
将
の
ほ
と
ん
ど
を
失
っ
た

義
景
は
一
乗
谷
に
帰
城
し
た
が
防
戦
の
策
な
く
、

大
野
郡
に
逃
れ
た
。
し
か
レ
一
族
朝
倉
義
鏡
の
離

叛
に
よ
っ
で
、
同
年
八
月
二
十
日
、
義
景
は
六
坊

賢
松
寺
で
自
害
し
て
朝
倉
氏
は
こ
こ
に
滅
亡
し
た

の
で
あ
る
。

信
長
は
越
前
を
平
定
す
る
と
朝
倉
方
の
降
将
前

波
九
郎
兵
衛
吉
継
を
守
護
代
と
し
て
一
乗
谷
に
置

き
、
明
智
・
津
田
・
木
下
の
三
人
衆
を
北
庄
に
、

富
田
長
秀
を
府
中
城
に
置
い
て
越
前
を
治
め
し
め

た
。
そ
の
後
間
も
な
く
前
波
吉
継
は
桂
田
播
磨
守

長
俊
と
改
名
し
た
が
、
俄
か
に
一
国
の
守
護
と
な

っ
た
た
め
過
分
な
振
舞
が
多
く
、
周
囲
か
ら
執
心

を
集
め
る
結
果
に
な
り
た
。

一
、
方
、
府
中
城
主
富
田
長
秀
は
信
長
の
伊
勢
・

長
島
攻
め
に
も
比
類
の
な
い
働
き
を
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
r

、
さ
ほ
ど
の
恩
賞
に
も
預
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
不
服
と
し
て
、
桂
田
長
俊
を
攻
め
亡
ぼ

し
一
国
を
我
物
に
し
よ
う
と
秘
か
に
企
ら
ん
で
い

た
。
そ
し
て
翌
天
正
二
年
正
月
、
富
田
勢
は
急
拠

一
乗
谷
を
襲
っ
た
た
め
桂
田
長
俊
は
遂
に
同
月
二

十
日
自
殺
し
、
桂
田
一
族
類
葉
も
悉
く
諒
伐
さ
れ

た
。
信
長
の
配
下
と
し
て
北
庄
に
在
っ
た
三
人
衆

も
越
前
か
ら
脱
出
し
、
こ
こ
に
越
前
一
国
は
富
田

長
秀
の
掌
中
に
落
ち
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
疑
心
暗
鬼
の
長
秀
は
魚
住
備
後
守
景
固

父
子
を
謀
殺
し
、
勢
に
乗
じ
て
振
舞
う
所
業
は
次

第
に
人
望
を
失
う
結
果
に
至
っ
た
。
こ
の
様
な
状

勢
の
中
に
同
正
月
下
旬
、
越
前
の
一
向
一
授
が
富

田
退
治
を
名
目
に
蜂
起
し
、
加
賀
よ
り
惣
大
将
と

し
て
七
里
三
河
守
を
迎
え
た
。
一
撲
は
富
田
に
従

う
武
将
の
居
館
を
次
々
に
襲
っ
て
、
こ
れ
を
滅
ぼ

し
た
。

-
へ
筆
者
傍
凪
)

「
斯
リ
ケ
ル
処
ニ
同
二
月
十
四
日
(
天
正
二
年
)

大
将
七
里
三
河
守
国
中
ノ
一
撲
等
ヲ
諜
合
ヒ
府

中
近
辺
へ
推
寄
在
々
所
々
ニ
陣
取
ケ
リ
」
(
朝

倉
始
末
記
)

と
あ
り
府
中
近
辺
の
戦
斗
で
は
富
国
勢
が
勝
利
を

収
め
て
、
一
挟
側
は
二
三
千
計
も
討
捕
ら
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
文
書

c
条
項
の
庁
去
十
四
日
之
働
H

に
も
大
塩
の
円
宮
寺
が
富
田
と
同
心
し
て
M

御
門

徒
之
法
敵
H

に
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
の
は
、
乙

の
府
中
近
辺
の
戦
斗
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。さ
ら
に
勝
に
乗
じ
た
富
国
勢
は
鯖
江
の
長
泉
寺

山
に
在
陣
す
る
安
居
孫
三
郎
景
健
、
織
田
三
郎
景

・
(
筆
者
傍
点
)

胤
に
夜
討
を
か
け
、
翌
十
八
日
に
再
び
山
上
に
攻

め
登
っ
た
が
、
急
に
心
替
わ
り
し
た
小
林
三
郎
二

郎
吉
隆
に
背
後
か
ら
鉄
抱
を
討
た
れ
て
落
馬
し
た

所
を
頚
を
は
ね
ら
れ
て
あ
え
な
く
も
二
十
四
才
で

落
名
し
た
。

C

条
項
中
の

H

殊
十
八
日
之
富
田
打
宛
仕
侯
時

-
(
筆
者
傍
点
)

迄
円
宮
寺
下
々
者
共
長
泉
寺
山
江
夜
打
ニ

:
d
は

こ
の
長
泉
寺
攻
め
と
富
田
打
死
を
指
し
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
乙
の
文
書
が
し
た
た
め
ら

れ
た
時
点
は
立
玄
十
四
日
云
々
H

と
か

d
妹
二
十

八
日
云
々
H

と
あ
る
こ
と
か
ら
少
な
く
と
も
こ
の

直
後
の
こ
と
で
、
「
天
正
二
年
二
月
下
旬
」
頃
の

文
書
だ
と
推
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
如
く

c
条
の
記
述
は
朝
倉
始
末
記
の
記

述
と
そ
の
日
附
内
容
が
ま
っ
た
く
一
致
す
る
。
こ

の
こ
と
は
従
来
朝
倉
始
末
記
の
史
料
と
し
て
の
信

溶
性
に
い
さ
さ
か
疑
を
持
た
れ
て
い
た
の
が
、
乙

の
c
条
の
記
述
に
よ
っ
て
始
末
記
の
史
料
的
価
値

が
逆
説
的
に
傍
証
さ
れ
た
乙
と
に
な
る
。
勿
論
始

末
記
の
内
容
も
古
い
時
代
の
記
述
に
遡
れ
ば
、
そ
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の
信
葱
性
は
之
し
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
少
な
、
く

共
朝
倉
義
景
滅
亡
前
後
以
降
に
つ
い
て
は
実
際
に

そ
の
時
代
を
体
験
し
た
も
の
が
正
確
な
史
料
に
基

い
て
記
述
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
い
ず
れ
に
し

て
も
今
後
の
靭
倉
始
末
記
研
究
資
料
に
一
指
標
を

与
え
た
こ
と
に
な
る
。

朝
倉
始
末
記
云
々
に
つ
い
て
は
又
別
の
機
会
に

譲
る
乙
と
に
し
て
、
。
条

-
b
条
・
i
c
条
と
傍
証

資
料
を
検
討
し
な
が
ら
順
次
解
説
を
試
み
て
ゆ
き

た
い
と
思
ら
っ
。

d
条
解
説

α
条
の
内
容
は
ほ
ぼ
次
の
様
な
も
の
で
あ
ろ

s

つ。
一
、
末
野
村
の
立
神
清
右
衛
門
と
云
う
者
が
村

人
を
無
暴
に
討
捕
え
、
そ
の
上
家
来
の
者
ま

で
が
皆
、
乱
暴
放
火
し
た
。
殊
に
清
右
衛
門

は
去
年
の
十
月
十
四
日
に
墨
付
を
も
っ
て
御

門
跡
様
(
本
願
寺
顕
如
)
へ
お
こ
と
わ
り
を

申
土
げ
た
者
だ
そ
う
だ
が
、
さ
し
っ
か
え
な

け
れ
一
ば
、
。
尋
ね
廻
わ
っ
て
討
捕
え
た
い
の

で
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
村
人
を
召
上
げ

て
お
調
、
べ
戴
き
、
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
戴
け

れ
ば
か
た
じ
け
な
い
こ
と
し
だ
と
思
い
ま
す
。

末
野
村
は
府
中
(
現
武
生
市
)
の
北
東
約
六
粁

の
末
野
谷
円
丹
生
郡
宮
崎
村

γ
に
当
た
り
、
末
野

松
原

一
向
一
授
史
料
断
簡
文
書
の
発
見
に
つ
い
て

谷
の
中
、
寺
村
に
現
在
も
立
髪
(
立
神
)
兵
庫
頭

及
び
そ
の
家
臣
の
館
跡
が
あ
る
。
即
ち
城
跡
考
(

享
保
五
年
調
)
に
よ
れ
ば
、

一
、
四
百
年
以
前
立
髪
兵
庫
頭
末
野
谷
寺
村

際
北
方
畑
之
中
三
十
間
ニ
二
十
間
計
之
所
掻

上
形
有
之

一
、
兵
庫
家
来
細
川
武
兵
衛
右
兵
庫
屋
敷
跡

之
続
十
間
四
方
計

立
神
一
一
族
は
鎌
倉
の
落
武
者
と
も
、
朝
倉
一
族

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
南
条
郡
誌
に
よ
れ
ば

元
亀
三
年
(
一
五
七
二
)
の
朝
倉
関
係
文
書
に
立

神
七
郎
左
衛
門
吉
連
の
署
名
が
見
え
る
か
ら
、
少

な
く
共
朝
倉
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
乙
と
は
間
違
い

な
い
。
朝
倉
氏
滅
亡
後
は
信
長
に
下
り
、
府
中
城

主
富
田
長
秀
の
配
下
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
文
書
記
述
に
よ
れ
ば
H

尋
廻
討
捕
申
云
々
山

と
あ
る
か
ら
富
田
没
落
後
は
悪
事
を
犯
し
た
ま
ま

姿
を
く
ら
ま
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

b
条
解
説

現
在
の
鯖
江
市
落
井
町
の
正
立
寺
由
緒
書
の
一

節
に
次
の
如
く
あ
る
。

「
一
川
一
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
未
一
校
口
口
口
口
口
口
口
口

働
事
不
知
其
数
、
終
ニ
一
閣
一
周
一
孫
六
被
ヵ
生
捕
、

府
中
板
屋
ト
云
者
所
置
、
門
徒
欲
慕
跡
、
翌
日

富
田
於
長
泉
南
一
幻
小
林
某
ニ
被
闘
一
出
口
口
家
相

続也・・・」

落
井
正
立
寺
の
開
基
兼
隆
は
京
都
常
楽
寺
七
世

実
乗
法
印
の
実
弟
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
今
立
郡
一
帯

の
本
派
本
願
寺
系
寺
院
の
中
に
は
、
こ
の
正
立
寺

を
始
め
と
し
て
京
都
常
楽
寺
の
旧
末
寺
が
多
い
。

正
立
寺
由
緒
書
は
方
々
に
虫
喰
が
あ
っ
て
難
解

で
あ
る
が
、
そ
の
大
意
を
要
約
し
て
見
る
と
「
正

立
寺
開
基
兼
隆
(
正
立
寺
の
寺
号
は
三
代
乗
心
以

後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
当
時
は
未
だ
常
楽
寺
兼
隆

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
)
は
一
授
で
数
多
く
の
働

(
富
田
長
秀
)

き
し
た
が
、
つ
い
に
富
田
孫
六
に
生
捕
ら
れ
て

府
中
の
板
屋
と
云
う
者
の
牢
屋
に
留
置
さ
れ
、

(
常
楽
寺
門
徒
カ
〕

門
徒
は
そ
の
跡
を
慕
っ
た
。
翌
日
富
田
は
長
泉
寺

山
で
小
林
某
に
討
た
れ
た
。
」
と
云
う
意
味
に
解

さ
れ
る
。

さ
て
以
上
の
由
緒
書
の
一
節
を
念
頭
に
置
い

て、

b
条
を
大
胆
に
考
察
す
る
と
、
お
よ
そ
次
の

様
な
事
情
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
判
っ
て
く
る
。
即

ち
常
楽
寺
兼
隆
を
留
置
し
て
い
た
府
中
板
屋
父
子

(
長
秀
)

は
富
田
孫
六
の
滅
亡
に
よ
っ
て
急
速
、
状
勢
が
変

わ
り
、
そ
の
報
復
と
し
て
常
楽
寺
の
命
を
承
け
た

立
石
源
内
に
討
捕
ら
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
た
め
「
板
屋
の
親
類
共
は
が
板
屋
父
子

を
充
分
に
調
べ
も
せ
ず
、
何
か
に
事
寄
せ
討
ち
取

っ
て
し
ま
っ
た
と
云
う
こ
と
は
一
体
ど
う
し
た
乙
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と
な
の
か
。
直
接
の
下
手
人
立
石
源
内
も
逃
げ
て

し
ま
っ
て
、
今
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
。
全
く
迷

惑
な
話
だ
H

と
云
っ
て
い
る
が
、
一
方
常
楽
寺
門

徒
の
方
も
M

乙
の
事
に
つ
い
て
は
充
分
に
言
い
た

い
こ
と
が
あ
る
H

と
云
っ
て
い
る
か
ら
両
方
を
呼

び
出
し
て
、
は
っ
き
り
と
仰
付
け
て
下
さ
れ
ば
誠

に
有
難
い
こ
と
だ
」
と
云
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

C

条
解
説

c
条
項
の
解
説
に
つ
い
て
は
既
に
時
代
考
証
の

所
で
一
部
触
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
円

買
寺
に
関
し
て
少
し
ば
か
り
記
述
し
て
見
た
い
。

も
と
円
宮
寺
は
武
生
の
南
、
六
粁
の
所
に
あ
る

大
塩
八
幡
宮
の
別
当
職
に
あ
っ
て
天
台
宗
に
属
し

て
い
た
も
の
が
、
文
明
の
頃
、
真
宗
に
帰
し
た
と

云
う
。
以
前
は
八
幡
宮
の
近
隣
で
あ
る
下
温
谷
に

あ
っ
た
が
、
現
在
の
武
生
市
内
に
移
転
し
た
の
は

府
中
本
多
時
代
の
慶
長
十
八
年
三
六
一
一
二
)
の

事
で
あ
っ
た
。
現
在
は
真
宗
大
谷
派
に
属
し
、
南

条
郡
一
帯
に
旧
末
寺
や
多
数
の
門
徒
を
擁
し
た
大

坊
で
あ
る
。
天
正
二
年
(
一
五
七
四
)
当
時
は
恐

ら
く
大
塩
の
下
温
谷
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
↑

c
条
の
文
意
は
「
円
宮
寺
は
坊
主
分
で
あ
り
な

が
ら
富
田
の
味
方
を
し
て
、
御
門
徒
の
法
敵
に
な

っ
た
事
実
は
紛
れ
も
な
い
こ
と
で
、
十
八
日
の
富

田
長
秀
の
打
死
ま
で
は
円
宮
寺
配
下
の
者
達
が
、

本
願
寺
側
の
拠
点
で
あ
る
長
泉
寺
山
へ
も
し
き
り

に
夜
打
を
か
け
た
」
と
云
う
意
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
本
願
寺
系
寺
院
と
い
え
ど
も
、

か
な
ら
ず
し
も
七
里
三
河
守
を
惣
大
将
と
す
る
一

向
一
撲
を
全
面
的
に
指
示
し
て
い
た
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
知
ら
れ
、
大
き
な
内
部
分
裂
の
あ
っ
た

様
子
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
窺
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
富
田
長
秀
側
の
思
い
が
け
な
い

打
死
に
よ
っ
て
形
勢
は
逆
転
し
た
が
、
元
来
円
宮

寺
は
本
願
寺
末
坊
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
直
ち

に
ゆ
る
さ
れ
て
、
結
局
は
一
投
側
に
帰
属
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
翌
天
正
三
年
八
月
、
信
長
の
再
度

の
越
前
攻
略
に
対
し
て
は
、
一
授
側
の
惣
大
将
と

な
り
、
水
津
城
に
陣
取
っ
て
防
戦
し
て
い
る
。

ま

と

め

さ
て
こ
の
文
書
の
各
条
を
通
し
て
一
貫
し
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
‘
天
正
二
年
二
月
十
八
日
富
田

長
秀
の
落
命
に
よ
っ
て
急
転
直
下
、
本
願
寺
領
国

と
佑
し
た
越
前
に
お
い
て
、
旧
富
田
支
配
下
に
あ

っ
た
反
本
願
寺
勢
力
を
直
ち
に
札
明
し
、
そ
の
一

掃
を
計
る
必
要
上
、
本
願
寺
門
徒
の
村
主
等
を
し

て
訴
上
さ
せ
た
書
状
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

G

条
の
如
く
、
富
田
の
配
下
に
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る

立
神
清
、
右
衛
門
の
暴
挙
を
訴
上
出
来
た
の
も
、
又

c
条
の
如
く
大
坊
主
分
で
あ
る
円
宮
寺
を
富
田
に

同
心
し
た
と
し
て
法
敵
だ
と
き
め
つ
け
ら
れ
る
の

も
、
や
は
り
本
願
寺
領
国
下
に
お
け
る
時
点
で
な

け
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

朝
倉
氏
減
亡
後
の
激
動
す
る
支
配
体
制
の
中

で
、
地
方
豪
族
や
門
徒
農
民
、
寺
坊
主
分
が
ど
の

様
な
動
き
を
示
し
た
か
を
如
実
に
語
っ
て
く
れ
る

も
の
と
し
て
、
又
戦
記
文
学
と
目
さ
れ
て
き
た
朝

倉
始
末
記
が
如
何
に
史
料
と
し
て
信
選
性
の
高
い

も
の
で
あ
る
か
と
云
う
こ
と
を
示
し
て
く
れ
た
も

の
と
し
て
、
乙
の
一
片
の
断
簡
文
書
の
価
値
は
一
角

く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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